
がオンラインで開催されました！！

第１４回町田市医療・介護・福祉研究大会

アクティブ福祉in町田’２０

今年度で第１４回となる、医療・介護・福祉研究大会「アクティブ福祉in町田’２０」は、町

田市内の医療・介護・福祉関係機関に所属する職員、学生からの日々の実践、学び等の発表･報

告をする大会です。各発表･報告を通じて、日々の実践や学びを多くの市民や関係機関の皆様と

共有・理解しつつ、医療・介護・福祉に携わる方々を労い･応援し、町田市内高齢者機関の医

療･介護･福祉の更なる発展を願う機会でもあります。

今年度は、新型コロナウイルスが流行し、緊急事態となったなかで、利用者･職員をウイルス

感染から守りつつ、介護サービスを提供するための「施設一丸としての取組み」や「地域との

協働」等の各施設･職員の実践の発表･報告を大会のテーマの中心に添え、「コロナ禍」におけ

る、施設･職員･地域での取組みを共有し、活力ある町田の医療・介護・福祉を発信していくこ

とを目指して、例年とは形態を変え「オンライン」による開催となりました。

このＫＪＴＳでは、各賞の発表と受賞作品について、またその受賞者からのコメントを掲載

します。どうぞお楽しみに！！
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まずは、昨年度もご好評を頂いた「介護川柳」を今年も行いました。「介

護の仕事」「家族の介護の体験」「地域の支え合い」等の体験を

通じての思いを表現した作品は98句集まりました。応募作品は、町田

福祉保育専門学校の学生と先生、町田市職員(いきいき生活部)による

投票により、優秀作品が選ばれました！

最優秀作品 「ボケてやる グレた息子に 倍返し」 えんてつ様

優秀作品 「ありがとう その一言で 救われる」 えんてつ 様

「夫婦愛 昔ロマンス 今介護」 鄭邑 様

佳作
帰らなきゃ いえお泊りですよと １５回 ふーちゃん

探しもの 何を探すか 探しもの パル太朗

夫婦(めおと)して 互いの薬を 確認し 衛句郎

毎日が はじめてのこと しあわせね あっちゃん

面会に 「え～とどちらさま」 また来てね 葉桜

ご応募ありがと
うございまし
た！！

センターホームページにも掲載されて
います。是非ご覧ください。

だんらんの家からは今年もご利
用者様と職員の皆さまでたくさ
んの作品をご応募いただきまし
た！！
いつもありがとうございます★
来年はぜひ他の施設の皆さまか
らもご参加お待ちしておりま
す！！
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「実践･研究発表動画」審査結果と授賞式の様子をお伝えし
ます！！

町田市長
賞

医療依存度の高い在宅医療における多職種連携
昭和薬科大学 まち･ひと･くらし研究会
発表者：串田 一樹 氏

審査員
賞

ウィズコロナでの訪問マッサージの在り方
株式会社ダヴィンチセラピスト ダヴィンチ治療院
発表者：神田 裕幸 さん
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実践･研究発表については、11題の動画が集まりました。

この動画の審査は、審査員と発表者がZoomでつながり、

一緒に動画を視聴そして質疑応答をしながら実施されました。

厳正なる審査の結果、最優秀発表として市長賞、そして優秀発表

となる審査員賞、部門賞となる福祉教育奨励賞、優秀賞(施設･在

宅･地域)がそれぞれ選ばれました。

そして、11月５日(木)にはその授賞式が市庁舎で行われました。

様子と受賞者のコメントもあわせてご報告いたします。

受賞された皆さま、おめでとうございます！！

受賞の喜びを一言
受賞できるとは思ってもいませんでしたので、ただた
だ驚いています。昭和薬科大学が町田市に移転をし
て30年を越えましたが、この間、一教員として地域と
連携した活動をしていましたので、今回の受賞は誇
りとすべき受賞です。ありがとうございました。

やってみて大変だったこと、良かったことは？
自撮りをして、自分で映像と音声を確認することは
恥ずかしかったが、町田市に事業所がある在宅医
療・介護の皆さんから声をかけていただく機会が増
えたことと多職種連携のあり方を紹介できたことが
良かったと思います。

最後に一言
在宅医療・介護の対象は多様な患者・利用者像で
すし、中には困難事例も少なくないと思いますので、
お一人ずつに向き合える多職種連携を進めましょう。

動画のココを観て！！
残された時間が極めて少ない事
例
に対して、ケアマネージャーを
中心に
3,4時間で態勢を作り上げる
多職種連携のチーム力！！

このテーマをアクティブ福祉で発表した理由は？
高齢社会を迎え、入院･外来医療から在宅医療、施
設療養のニーズが高まり、医療主体から生活支援へ
移行するようになってきました。在宅医療･介護は「住み
慣れた場所で、自分らしい人生」を多職種連携で支え
るということで推進されています。
人生を終えるにあたって、最後は生活支援が中心に
なってきますので、介護の役割が利用者には大変大き
な存在となります。その人らしい生活を支えるには、医
療から介護まで一体となった多職種連携が必要です
ので、多職種連携の共通の目標構築の機会になれば
と考えました。

受賞の喜びを一言
スタッフ全員の努力が認められて良かったです。

やってみて大変だったこと、良かったことは？
パワーポイントにナレーションをつけましたが、何度も
録音し直しました。動画の作成は初めて行ったので、
これを機に色々勉強しようと思いました。

このテーマをアクティブ福祉で発表した理由は？
訪問マッサージという業種を多くの方に知って欲しい
と考え、発表しました。テーマは、新型コロナウイルスに
対する感染対策として新しい取り組みをしたいと思い
選びました。ここを観てほしい、工夫したところは？

できる限り内容が分かりやすいように補足の説明
を入れ、ゆっくりナレーションを入れました。 最後に一言

正直、かなり時間をかけて作ったので、努力が報われ
て良かったです。
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「実践･研究発表動画」審査結果と授賞式の様子をお伝えし
ます！！

福祉教育
奨励賞

優秀賞
(施設)

優秀賞
(在宅)

優秀賞
(地域)
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11月11日から公開されたこの実践･研究発表の動画11本については、

11月末まで動画を視聴した方からの視聴者投票を実施しました。

それが「けあまめくんいいね賞」です。

今回の受賞は特別養護老人ホーム悠々園の皆さまです。おめでとうございます！！

実践･研究発表の動画はすべて当センターのホームページに公開されておりますので、

是非ご視聴ください。

コミュニティー支援の地域活動から
薬学生が学んだこと
昭和薬科大学 まち･ひと･くらし研究会
発表者：左右木菜摘 さん

特養は終の棲家？
社会福祉法人悠々会 特別養護老人ホーム悠々園
発表者：子安秀弥 さん、島津 英二 さん

99歳の「また歩きたい」を
かなえる為のチームアプローチ
医療法人財団明理会 鶴川サナトリウム病院
発表者：鈴木詠美子 さん、塩見琴音 さん

多施設多職種交流型コミュニティ
医療介護義塾まちけあ
発表者：早川雅彦 さん

けあまめくんいいね
賞

特養は終の棲家？
社会福祉法人悠々会 特別養護老人ホーム悠々園
発表者：子安秀弥 さん、島津 英二 さん

薬学生として｢まち･ひと･
くらし研究会｣に参加して
学んだこと、感じたことを
知っていただきたいと思
い発表しました。

発表する機会はあまりなく、話すスピードなどに苦労
しましたが、考えを整理することで自分が大切だと思
うことを再認識でき、自信にもつながりました。
写真などから実際に地域の方や他職種の方から話
を聞いている様子がわかります。地域の人と一緒に、
地域のことを考えられたらいいなと思います。

色々な経験を生かし、地域について考えられる薬剤
師になりたいです。

コロナ禍で、ご家族から
相談を頂いた。法人内
でも明るい取り組みをし
たいと考え、これを発表
したいと思った。

操作から戸惑いだらけでしたが、普段とは違う方法
での伝え方を考える事が大変でした。
各場面のそれぞれの表情に注目してみてください。

ご家族の思いをあらためて実感しました。その思い
に答えられたことで、励みになりました。
悠々園に良い話題を届けることができました。

私たちの取組みを紹介する
ことでこの業界をよりよくす
る為の一つの提案に、また
一般の方に知ってもらえる
機会になればと思い、発表
しようと思いました。

多角的ケアの紹介では、アナウンスに合わせて紹介
している職種や連携している職種を点滅させ、説明
がわかりやすいように工夫しました。

連携をテーマとした内容で、他職種との情報共有を
図ったところ、今まで知らなかった利用者様への関り
や取り組みを知ることができ、新たな課題の発見が
ありました。
今後も連携の強化を図り、よりよいサービスを提供で
きる体制を作っていきたいです。

3年前に発表してからの
自分たちの成長の報告と、
「まちけあ」のことをたくさ
んの人に知って、興味を
もってもらいたかったので、
発表しました。

短い時間で団体の良さをどのように伝えるか悩みま
したが、動画を作ることで、今までの活動を振り返り、
たくさんの人に支えられている事に気づけました。
入居者や参加者の笑顔をぜひ観てください。

今後も自分達らしく活動していくので、「医療介護
義塾まちけあ」をこれからもよろしくお願いします。

自分達の活動が受賞できてうれしいです！！

ご協力頂いた皆様に感謝の気持ちでいっぱいです！！

今回得られた経験を共有し、積極的にチャレンジしてほしい！！

サポートしてくださった先生方、ありがとうございました！！
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広告 を掲載

このKJTSは年３回発行されます。

市内介護･福祉関連事業所や学校、公共施設

にて配布され、介護に関わる方や市民の方

などに向けた広宣に、幅広くご利用いただ

けます。

広告料：１枠 10,000円
３枠まで利用可能。

※詳しくは事務局まで。
042-851-9578

求人情報も掲載できま
す!!

してみませんか？
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最新の情報や詳細については 介護人材開発センター
ホームページをご確認ください。

http://machida-kjkc.jp/

一般社団法人 町田市介護サービスネットワーク

町田市介護人材開発センター
TEL：０４２-８５１-９５７８

Email：info@machida-kjkc.jp

町田市介護人材バンク
TEL：０４２-８６０-６４８０
Email：genki@machida-kjkc.jp

＊詳細・お問い合わせはホームページをご覧いただくか、町田市介護人材バンクへご連絡ください

町田市介護人材バンク 活用のすすめ 第２弾!!
～ 採用担当者篇 ～

面接会の様子

毎月第３水曜日
開催中‼

ハローワーク町田共催 「介護 福祉 相談 面接会」 に参加 → 採用

■ハローワーク町田との連携
緊密な連携で、求職者の希望に合わせて相談ブース

へご案内

町田市介護人材バンク登録者へも周知

■町田市介護人材開発センター会員特典！
会員入会が参加条件となっています。入会後には各

連絡会参加や

センターからの情報提供等、お役立てください

▽求職者・施設担当者の希望を、しっかりと
お聞きします

▽相談方法は色々
市民センター等での出張相談会
研修後相談会
LINE・メール等でのオンライン相談
事務所での個別相談

▽定期的なバンクからの案内、インタビュー等
希望者との個別相談など継続的に支援します

町田市介護人材バンクに求人相談・登録 → 求職者紹介 → 採用

有料職業紹介
有資格者・経験者 等

主に介護職

無料職業紹介
無資格者・未経者 等

周辺業務・
介護補助など

求人票は無料でHP公開！登録者へ情報提供します!!

未就労登録者 約２６０名！ぜひ求人票提出・ご相談ください！

有資格者者 & 他市からの参加者多数！

FAXで募集案内・申し込み！

☻

http://machida-kjkc.jp/
mailto:info@machida-kjkc.jp
mailto:genki@machida-kjkc.jp

